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6.Ce∬Ndl-∬Agにおける構造相転移
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る BandIann-Teller効果や､【2日 37 4f 局
ら【AJ税明がなされ てきた｡
抗は､ (0.98≧ y) では､構造相転移温度 Tqで

リシスを持つのに対 し､CeAgは､Tqでは肩 を持つのみ
) In沸皮によるT｡の変化の相図 (図 3)によると､ (0.
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eA gにおいて転移 は起 こ らない.【=従 って､Ce
5dBand ∫altn-Tellerによるものではな く､4
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lヽYて ると考 え られ てきた｡
Kで反魂耕性 にオー ダーす
gに関す る曲気相図が.班
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Agにおいてー調べ られていなかったNd低浪
eAgの構造相屯移の機構にアプローチす る｡

A g(x=0.99,0.98.0
い､ プラズマ ジェ ッ
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ポ

a叩leが得 られた
-ルは､約550℃,lXIC
ン ･カ ッターを用いた｡
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晶は､純度99.9%のCO,
14榊繰 り返す ことに
.いずれ も0.3%玖
EI間行なったb試料
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に酸化 Lやす いので
真空容名詩内で保存 され た｡
試料の同定 は_その酸化の性巽のために､非常に困難 であ るが,X線 回折によ
り的 a=3.775Åと決 まった｡ 切 り出され た 板状 (5m X5…×1.5m)または 棒状
(1…x2M X20mm)試料 に対 して､師熟法 によ り比熱の潤盤が行なわれた｡ 4H
e-cryostatを用い,4H 'e bathの pumpingによ り.i.5K～80Kの温度商域で
刈 られ たが､使用 したGe温度計の感度の問鬼か ら､侶朝できるのは､I.5K～4
0Kの祈域 である. Samplellolderには､低温 で比熱が充分小 さ く.比較的熟伝
導のよいサフ ァイア ･プ レー トが用 い られ た
試料の酸化の性質の故､熟接触 をよ くす る
包み乾燥 させ たもの を､Ilolderに GFJ-7031
ある｡) また､ さ らに､試料は､構造相鯨移
じる(C/a-1=0.02)為に銅箔 との熟接触 を保
対束結果 を図 5に示す｡
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Ceの 4f馬子は､その低温での帯磁率の擁
底状値 とす る結 晶場によ り.よ く鋭明され るこ
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英換結果か ら､Ce,Nd.1 A gの構造相転移敷皮 は､ Nd沸皮の増加 と
に減少 し､x=0.95で消失す ることが明 らか となった,図 6に､得 られ た相図

も
示
と
を

す｡
Ndは､立方 晶の結晶場の もとでは､ rQt2I (4垂縮退)の基底状態 を持つ と
考 えられている｡ t61 また､5d馬子 を持 たない｡ したがって､Nd浪皮 を増加
させ ることは､Ce 4f亀子問のポン ドを断ち切 る効果 と､5dバ ン ド砲手 を減
少 させ る 2つの効果がある｡
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ミ
る
面は.バン ド計井によ り2重縮退 した5dの Egバン ドの
ことが示 され ているが (3) (図 7)､ この難椎か ら､Ce
鋭 いPeakの直上 にあると仮建す ると.5d電子 を減 らす効
ミ面での状糠密度 を大き く減少 させ ることに他な らない

序曲で触れた様 に､CeAgの構造相転移の機構は､4f 馬子脚の相互作用に
寄 るものであるのか.5dバン ド馬子の引き起 こす BandIahn-Teller効果に
寄 るものかが､注 目され るところだが､CeAg,Il)ド,糸の相転移の相同か ら
(図 3)､CeA gの屯移は､CeAgyln‥ ,(0.98≧y)の髄 渉 とは異 な り､
4f褐子が重要な寄与 をす ると考 え られていた. 今回の研兜 では､Ceを5%N
dで置換す ることによ り､横道相転移 は消失す る｡ この ことは､Ceの 4f局在
電子問の相互作用のみに寄 るもの として祝明す ることは難 しい｡
従って､CeAgにおいても､柄道相も移に5dバ ン ド鳴子 が重要 な役割 を担っ
ていることが稚･潤 され る.
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